
　　　　　　まんよう保育園 保育課程

０歳児 ・安全な環境をつくり、快適に生活できるよう基本的な生活習慣を養う。
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特色ある保育

保健的で安全な環境をつくり、常に体の状
態を細かく観察し、健康増進を図る。

特定の保育士との関わりにより信頼関係が
生まれる。

安全で活動しやすい環境の下で、感覚の働
きを豊かにする。

養
護

保育士と一緒に身体を十分に動かしたり、食
事、排泄、着脱などの簡単な身の回り事を自
分でしようとする。

安心できる保育士の下で食事・排泄などの
活動を通して自分でしようとする気持ちが芽
生える。

保育士のすることに興味を持ったり模倣し
たりすることを楽しむ。

保育所との連携

　　主な年間行事
◎誕生会/お散歩遠足/夏野菜植え/じゃがいも掘り/プール/七夕/給食試食会/ハロウィン会/さつまいも掘り/保育参加/節分祭/お別れ会
◎万葉の郷合同行事：合同制作/運動会/納涼祭/クリスマス等

一人一人の子どもの生活のリズムを重視し
て食欲・睡眠・排泄などの生理的欲求を満
たし生活の保持と生活の安定を図る。

　開園時間　　月～金：7:30～18:30　　　　土曜日･祝日：7:45～17:30
　
　主な保育時間：8:30～16:30

  ・近隣保育所の園庭開放

楽しい雰囲気の中で、自分で食事をする気持
ちを持たせ、嫌いなものでも少しずつ食べられ
るようにする。
椅子に座って落ち着いて食べようとする。

言葉で友だちとの交流ができ始め、集団生活
の決まりや約束が理解できる。

２歳児

健康支援

地域の行事
への参加

　☆保育時間

子
ど
も
の

保
育
目
標

安心と安らぎの中で食べる意欲を持ち楽し
く食べることができる。

身の回りの様々なものに触れて遊び、いろいろ
な物に興味や関心を持つ。
身近な環境に親しみ、自然と触れ合う。

生活や遊びの中で、簡単な言葉のやり取りを
楽しむ。
絵本やお話を繰り返し見たり、聞いたりする。

環境・衛生管理

保護者、地域等
への支援

教
育

年齢 １歳児（1歳3ヶ月～2歳未満）０歳児（6か月～1歳3か月）

好きな絵本や玩具に興味を持って、生活遊
びを通じて様々な活動を楽しむ。

安全対策・事故防止

保育理念
（事業運営方針）

保育方針

保育目標

　

・丈夫でしっかりした体を作る。
・友だちと仲良くあそぶ。
・お年寄りと触れ合う。

 ・老人施設との交流　・よいとこ祭り　・街角ギャラリー

 ・健康状態、発育発達状態の定期的、継続的な把握　・内科検診・歯科検診　・異常が認められたときの適切な対応

 ・毎月避難訓練（地震・火災・不審者対応）を実施

 ・施設内外の設備、用具等の清掃、消毒、安全管理及び自主点検　・子ども及び職員の清潔保持

  ・入園説明会　・保育園だより　・れんらく帳の活用　・相談、連絡（送迎時）　・感染症への対応　・給食試食会

保育の内容

・安全な環境で、衛生さを保ち心身共に快適な生活を送る。

・保育者に親しみを持って生活し、身の回りのことを自分でしようとする気持ちをもつ。

落ち着いた雰囲気の中、子どもの発達状態に
応じて、基本的生活を行う。

いろいろな食べ物の味に慣れ、楽しい雰囲
気のもとで食べることができる。

優しく語りかけたり、発声や喃語、片言に応
答したりして発語の意欲を育てる。

保健的で安全な環境をつくり、快適に生活で
きるようにする。
身の回りの簡単なことを自分でしようとする。

一人一人の子どもの状態に応じてスキン
シップを十分にとりながら心身ともに快適な
状態をつくり、情緒の安定を図る。

安心できる保育士との関係の下で簡単な身の
回りの事を行う。

保育士と一緒に、歌や手遊びを楽しむ。
興味のあることや経験したことなどを生活や遊
びの中で、保育士とともに好きなように表現す
る。

保育士の語りかけや絵本などを一緒に見て
発語が促されることにより言葉を使うことを
楽しむ。

保育士と一緒に歌ったり、手遊びをしたり、リ
ズムに合わせて体を動かして遊ぶ。

一人一人の子どもの生理的欲求や甘えなど
の依存意欲を満たし、生命の保持と情緒の
安定を図る。

保健的で安全な環境をつくり、快適に生活で
きるようにする。
身の回りの簡単なことを自分でしようとする。

身の回りの大人や子どもに関心を持ち関わ
ろうとする。
一人一人の子どもの気持ちを理解し、受容
する。

・世代間交流、地域交流を通して優しさや思いやりのある子を育てます。 

･温もりのある保育に取り組みます。 

・養護、教育、食育の保育内容に沿って、0歳児･1歳児・  2歳児に見合った保育へ努め、生涯にわたる生きる力の基礎作りを支援します。 

・入園される子どもの最善の利益を考慮し、その福祉を積極的に増進し、健康支援、環境･衛生管理、安全対策･事故防止に努めます。 

・保護者、地域への支援を積極的に行い、近隣の保育所の園庭解放への参加や併設している万葉の郷との交流を通し、子どもが現在を最も良 

 く生き、望ましい未来をつくり出す力の基礎を培える保育を努めます。  

・子ども一人ひとりの心を大切に受け止め、健康で楽しく･安心して過ごせる環境つくりに努め、保育士と保護者が共に子どもの成長を理解し、信 

 頼関係を築いていく。 

・散歩を通じて地域の人と触れ合う。 
・ひとりひとりの成長に合わせた保育活動を行う。 


